
     
 

   

大垣市水道ビジョン 
【 概 要 版 】 

～水都～おいしい大垣の水を未来へ 

（平成22 年度～平成32 年度） 

大 垣 市 水 道 事 業  



１ 水道ビジョン策定の趣旨 

大垣市の水道事業は、昭和 32 年の創設認可による給水開始以来、拡張整備を続け

ながら、安全で安定した水道水の供給に努めてきました。 

近年では、上石津町と墨俣町の合併により、上水道事業（旧大垣市・旧墨俣

町）と簡易水道事業・飲料水供給施設（旧上石津町）の複数の事業になりまし

た。 

上水道事業では、第５次変更認可に基づき施設整備，配水管の整備事業を推

進していますが、『安全でおいしい水の供給』や『地震対策』，『老朽化施設・管

路の更新』など、更に高度化・多様化するニーズへの対応が求められています。 

上石津地域簡易水道事業・飲料水供給施設については、既認可事業計画は終

了し、そのまま継続している状況ですが、今後、更に安定した給水を継続する

ためには、施設や経営面における事業計画の策定・実施が求められています。 

厚生労働省では、平成 16 年 6 月に『世界のトップランナーを目指してチャ

レンジし続ける水道』を基本理念とした『水道ビジョン』が策定されました。 

これらの現状を踏まえ、大垣市水道事業が今後も継続して安全で安定した水

道水を供給するために、目指すべき将来像や具体的な施策を示す『大垣市水道

ビジョン』を策定するものです。 

 

２ 計画の位置づけ 

本ビジョンは、大垣市水道事業における

最上位計画に位置づけられます。 

このため、目指すべき将来像を達成する

ために、既存の基本計画・認可計画をベー

スにしつつ、さらに詳細な実施計画を策定

することで、事業を実施していきます。 

また、本水道ビジョンは、21 世紀の中

頃を見据えつつ、概ね 10 年間を計画期間

とし、平成 22 年～32 年までの計画とし

ます。  【 水道計画の体系図 】

（基本計画：～平成32年度）

（認可計画：～平成25年度）

『基本計画・認可計画』

重要管路ルート耐震化整備計画

『実施（個別）計画』

老朽管路更新整備計画

水源地整備計画　ほか

（平成22～平成32年度）

『大垣市水道ビジョン』
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３ 上水道事業の沿革 

本市上水道事業は、昭和 32 年１月 19 日に厚生大臣の創設認可を受けて給水を開始

しました。 

その後、第１次から第４次までの４回の変更認可により、給水区域の拡張（簡易水道

事業の統合などを含む）、給水人口・給水量の変更、取水地点の変更（取水井の新設・

移設）などにより水道施設の整備拡充を図ってきました。 

第５次変更認可（平成 16 年 3 月 19 日認可）では計画目標年度を平成 25 年度と

し、取水地点の位置変更（新設 2 井，移設 2 井）を行い、効率化を目指した水道事業

運営と安定的な取水量の確保を計画し、その事業を推進しつつ現在に至っています。 

なお、平成 18 年 3 月 27 日に上石津町と墨俣町が合併した際に、墨俣町上水道事

業と事業統合しています。（記載事項の変更届 平成 18 年 3 月 27 日）  
表 1 上水道事業の沿革 

計画 計画一日

給水人口 最大給水量

（人） （m3/日）

上水道事業の創設

創設認可 昭和32年 昭和 63,500 15,240 　取水地点（水源）の設定

1月19日 36年度 　　（西崎・緑園水源地の新設）

　浄水処理方法の設定

給水人口の変更（増加）

第１次 昭和36年 昭和 78,800 18,912 給水量の変更（増加）

変更認可 8月21日 40年度 取水地点の位置変更（緑園増設）

給水区域の拡張

給水人口の変更（増加）

第２次 昭和39年 昭和 95,000 22,800 給水量の変更（増加）

変更認可 12月21日 44年度 取水地点の位置変更（西崎増設）

給水区域の拡張（簡水統合）

第３次 昭和45年 昭和 150,000 60,000 給水量の変更（増加）

拡張認可 3月31日 54年度 取水地点の位置変更

　　（赤坂編入,北部・南部新設）

給水区域の拡張（赤坂・簡水統合）

浄水処理方法の変更

給水人口の変更（増加）

第４次 平成6年 平成 158,100 71,530 給水量の変更（増加）

変更認可 3月24日 15年度 取水地点の位置変更

給水区域の拡張（青墓町の一部を拡張）

第５次 平成16年 平成 158,100 71,530 取水地点の位置変更

変更認可 3月19日 25年度 　（新設2井：赤坂4号井・赤坂5号井）

　（移設2井：緑園5号井・南部2号井）

譲り受けに伴う 平成18年 平成 165,050 74,293 墨俣町上水道事業の統合

記載事項の変更届 3月27日 25年度

名　称
認可

年月日
計画

目標年度
計　画　の　概　要  

※上水道事業：水道事業のうち、計画給水人口が 5,000 人を超える事業をいう。 
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４ 水需要の動向 

上水道事業（大垣地域＋墨俣地域の合算値）の一日平均給水量及び一日最大給水量の

推移をみると、どちらの値も平成 16 年度までは緩やかな減少傾向を示しており、平成

16 年度以降は水需要が安定しています。 

近年の特徴としては一日平均給水量が減少傾向であるのに対して、有収水量がやや増

加傾向であることが挙げられます。このことから有収率が緩やかに向上していることが

わかります。 

生活用一人一日使用水量は減少傾向となっているため、利用者の節水意識が向上して

いるものと想定されます。 

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

（m3/日） 有収水量 一日平均給水量 一日最大給水量  
図 1 上水道事業給水量（有収・平均・最大）の動向 
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図 2 上水道事業用途別有収水量・生活一人一日使用水量の動向 

※数値は大垣地域と墨俣地域の合算値 
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５ 上水道施設の概要 

 

１） 大垣地域 

大垣地域には、5 つの水源地があり、大垣配水区（北部水源地,西崎水源地,緑園水源

地）, 赤坂配水区（赤坂水源地）,南部配水区（南部水源地）の 3 つの配水区に分割さ

れます。 

水源は全て深井戸となっており、水源地の場内及び周辺にて取水し水源地内の配水池

に貯水し、各配水区にポンプ加圧配水しています。 

大 垣 配 水 区

赤坂配水区

南部配水区

勝山配水池

⑤南部水源地

③緑園水源地
②西崎水源地

①北部水源地

④赤坂水源地

青墓加圧ポンプ場

【大垣地域　水道施設位置】

水源地

配水池

加圧施設

N

【凡　例】

行政区域界

大垣配水区

赤坂配水区

南部配水区  
図 3 水道施設の位置（大垣地域） 
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２） 墨俣地域 

墨俣地域には、3 つの水源地があり、配水区は分割されずに墨俣配水区へ 3 つの水

源地から配水しています。 

水源は全て深井戸となっており、水源地の場内及び周辺にて取水し、直接配水又は水

源地内の配水池に貯水し、各水源地から墨俣配水区にポンプ加圧配水しています。 

墨 俣 配 水 区

②墨俣第二水源地

①墨俣第一水源地

③墨俣第三水源地

N

【凡　例】

行政区域界

墨俣配水区

【墨俣地域　水道施設位置】

水源地  
図 4 水道施設の位置（墨俣地域） 
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６ 経営の状況 

平成 19 年度の上水道事業収益的収支の内訳を以下に示します。 

収益的収支（営業に関する収支）は、収入の大部分（91.1％）が給水収益であり

一般会計などからの繰入も少なく健全な経営状況と分析されます。 

 

 

 

 

収　入
1,901,429千円

その他収益

169,664

給水収益

1,731,765

支　出
1,626,991千円

その他費用

188,431

動力費

96,845

支払利息

194,921

修繕費

259,970

減価

償却費

602,858

職員給与費

283,966   
図 5 収益的収支の内訳（税抜き） 

（平成 19 年度決算書より）   
【単位：千円】 
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７ 簡易水道事業・飲料水供給施設の現状 

 

１） 最終認可計画の概要 

上石津地域では、５つの簡易水道事業（牧田・一之瀬和田・多良・西山・時）と２つ

の飲料水供給施設（平井・延坂）から水道水を供給しています。 

下記に各事業の最終認可計画を示します。 

表 2 最終認可計画の概要 
計画 計画一日 計画一日

給水人口 最大給水量 平均給水量

（人） （m3/日） （m3/日）

牧田簡易水道事業 昭和34年度 昭和63年度 2,040 795.0 596.1 取水地点の変更

水源種別の変更

一之瀬和田簡易水道事業 昭和45年度 昭和45年度 1,020 170.0 107.0 創設認可

水源種別の変更（追加）

多良簡易水道事業 昭和38年度 平成8年度 2,200 941.4 731.4 取水地点の変更（追加）

浄水処理方式の変更

水源種別の変更

西山簡易水道事業 昭和39年度 昭和57年度 260 65.0 48.75 取水地点の変更

浄水処理方式の変更

給水区域の拡張

時簡易水道事業 昭和39年度 昭和55年度 2,680 804.0 603.0 給水人口の変更（増加）

給水量の変更（増加）

平井飲料水供給施設 昭和47年度 平成14年度 67 16.75 13.4 給水量の変更（増加）

（届出） （届出） 浄水処理方式の変更

延坂飲料水供給施設 昭和48年度 平成19年度 26 8.2 6.5 給水量の変更（増加）

（届出） （届出） 浄水処理方式の変更

名　称
最終認可

年度
最終認可計画の概要

創設認可
年度

 

※簡易水道事業 ：計画給水人口が 100 人を超え、5,000 人以下である水道によって水を

供給する水道事業をいう。 

※飲料水供給施設：100 人以下の給水人口に対して、人の飲用に供する水を供給する施設等

の総体をいう。  
２） 人口と給水量 

事業別の給水人口・給水量を比較すると、牧田簡易水道事業，多良簡易水道事業，時

簡易水道事業が大きな規模となっており、３簡易水道事業で全体の約 85％を占めてい

ます。 

全事業の有収水量の動向は、平成 12 年度をピークとして減少傾向となっていました

が、平成 16 年度以降は安定した推移となっています。 
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3） 水道施設の概要 

各事業別に、水源・浄水場・加圧施設・配水池などがあり、多良簡易水道（低区）及

び時簡易水道ではポンプ加圧配水、それ以外の簡易水道・飲料水供給施設では配水池か

らの自然流下配水を行っています。                                
図 6 水道施設の位置（簡易水道事業・飲料水供給施設） 

多良簡易水道

時簡易水道

延坂飲料水供給施設

西山簡易水道

平井飲料水供給施設

牧田簡易水道

一之瀬和田簡易水道

一之瀬和田水源地

時浄水場

高区浄水場

低区浄水場

奥配水池

低区配水池

高区配水池

岩須配水池

樫原配水池

東山配水池

配水池

牧田浄水場

牧田高区配水池

牧田低区配水池

平井配水池

西山配水池

西山浄水場

延坂水源地

平井浄水場

N

【凡　例】

行政区域界

給水区域

【上石津地域　水道施設位置】

水源地・浄水場

配水池

加圧施設
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４） 経営の状況 

簡易水道事業会計の収支内訳を下記に示します。 

上水道事業の相違点として簡易水道事業では減価償却費の計上がない点が特徴です。

全体収入に対する簡易水道事業債の割合がやや高いものの一般会計からの繰り入れも

少なく健全な経営状況であるものと分析されます。 

 

 

   支　出
141,840千円

光熱水費

11 ,396

元金

償還金

57,698

建設

改良費

33,540

支払利息

14,252

その他費用

13 ,860

修繕費

4,763

職員給与費

6,331

収　入
141,840千円

簡易水道
事業債

41,300

一般会計

繰入金

12 ,132

その他

3,649

給水収益
84 ,759  

図 7 簡易水道事業の収支の内訳（税込み） 

（平成 19 年度決算書より） 

【単位：千円】
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８ 大垣市水道事業の目指すべき将来像  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１） 計画の諸元 

大垣市水道ビジョンの計画目標年度を平成 32 年度とし、水道事業の計画の諸元を以

下のように設定します。 

表 3 水道事業の計画の諸元 

項 目 上水道事業 簡易水道事業 

計画目標年度 平成 32 年度（2020 年） 

計画給水人口 154,100 人 6,400 人 

計画一日平均給水量 53,968m3/日 2,191m3/日 

計画一日最大給水量 63,500m3/日 3,161m3/日 

 

安心

安定

持続

環境
 

お
い
し
い
大
垣
の
水
を
未
来
へ 

～ 

水 

都 

～ 安心できる 

おいしい水の供給 

安定した水の供給 
健全で持続可能な 

事業運営 

環境にやさしい水道 

基 本 理 念 基 本 方 針 
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２） 施策の展開 

本ビジョンでは、目標期間を概ね 10 年間と設定し、基本理念に基づく具体的な施策

を展開します。 
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９ 将来像の実現に向けて（フォローアップ） 

将来像の実現に向けて、イメージ図に示すＰＤＣＡサイクルを活用し、計画の策定

（Plan）→事業の推進（Do）→目標達成状況の確認（Check）→改善の検討（Action）

のサイクルに従い、業務指標を用いた再評価や目標達成の確認を行い、5 年目の中間年

に計画の見直しを行います。 

図 8 ＰＤＣＡサイクルとＰＩの目標値  
計画の策定（Plan）  基本計画の策定  実施計画、目標設定 

事業の推進（Do）  事業の実施  調査及び研究 

改善の検討（Action）  計画の見直し、再検討  市民ニーズの把握 

目標達成状況の確認（Check） 事後評価  進捗状況の管理 

事業へ 
の反映

実施成果 
の整理 

短期・中期計画
及び実施計画

情報開示・説明責任
情報の収集 

PDCA サイクル

≪持 続≫  
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   大垣市水道ビジョン 

～水都～おいしい大垣の水を未来へ 

（平成２２年度～平成３２年度） 

 

平成２２年３月発行 

発行 岐阜県大垣市水道部水道課 

〒５０３-０４０８ 

大垣市丸の内２丁目２９番地 

TEL：０５８４－８１－４１１１（代表） 

FAX：０５８４－８１－０９８１ 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.city.ogaki.lg.jp 

 

8298
テキスト ボックス
〒503-8601


	水道ビジョン概要版（最終版）.pdf
	発行元情報.pdf

